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アブストラクト 

 ＬＭＣバーとその北における長周期変光星の幾つかに対し、ＪＨＫ等級とスペクトル型を求めた。炭素星とＭ型星

とでは異なる周期光度関係に従う事が判った。LMC バー内の長周期変光星に対する周期光度関係から、 

（１）この領域の星の大多数は主系列質量で 1.6 Mo 以下、年齢 1 Gyr 以上である。 

（２）しかし、主系列質量 5 - 6 Mo、年齢～ 6×107 年 のグループが存在する。 

セファイドの周期、光度分布もやはり 6 ×107 年前に星形成期があった事を示す。 

 短周期（ ２５０日以下）M型星ミラ銀河系の種族 II ミラと類似していて恐らく非常に古い、多分１００億年以上、

で比較的低メタルの種族に属するようだ。これらの短周期ミラを 47 Ｔｕｃ 内に見つかった３つの類似ミラと比べる

と、47 Tuc距離指標＝13.34 を使って ＬＭＣ距離指標＝18.6±0.25 となる。 

 

1.イントロ 

 種族の研究 

  SMC Hawkins,Bruck 1982,  Hardy, Durand 1984 

  LMC  Butcher 1977, Hardy et al. 1984 

  ――＞ t=1～5 Gyr,  M=1.0～1.6 Mo  が主成分 

 明るい LPV＝ Mbol<-6、M>2.5Mo   暗い LMP＝ 中間年齢種族。 ここではそれらの赤外モニターの結果 

 

２．変光星探査 

 （05h28m50.7s, －69°37′56″）1950中心の 28′×56′をUKシュミット＋I乾板で１１回撮影 

 ――＞ ΔIc＞０．８２等 が６２星  Iｃ＜１２は飽和で観測していない。＝既知変光星のいくつかは落ちた。 

   内３３星は周期決定 

 

図１ チャートの一部 



 

表１ LPVの性質 C,S、M分類が括弧内はカラー使用 

 

３．赤外測光と分光 

 分光 AAT＋CCDでλ＝0.51-1.01μｍを 9A/pixel ２４変光星スペクトル＝１４C＋８M＋３S 

 

図２ スペクトル例 



   減光補正にはＥ（Ｂ－Ｖ）＝０．０６， Ａｋ＝０．０２を仮定し、ＤＭｌｍｃ＝１８．６、Ｗｏｏd,Bessell,Fox(1983)の 

（ＢＣＫ, J-K）関係からＭｂｏｌを定めた。 

 

IV．変光曲線 

４．JHK 

 

図３ Iｃ(極大)とΔIc を示す。 

 

このあとゴチャゴチャ書いてるが無意味。 

４．a.  カラー 

 

図 5 ２色図上の LPV 

   

M,S ミラは(J-H)<1.1, (H-K)<0.5 

で C ミラと離れている。 

 



                                     

  

Ｍｂｏl－Ｐ関係が分かれる原因としては、 

 （Ａ） 上の図でＣ星はＭ星より進化の先にある。（振動質量ラインはＭ型星のみのはずだが？）   

    このため２系列は単にＣ星がＭ星より進化が進んでいることの反映であろう。 

 （Ｂ） Ｍ――＞Ｃで（Ｊ－Ｋ）が増加する。もし（Ｊ－Ｋ）がＴｅの表式だとするとＴｅが大きく下がることになる。

   これはＲの増加に起因する。Ｐ∝Ｒ＾（3/2）∝Ｔｅ＾（－３） 

  もし、Ｃ星とＭ星が同じ（Ｊ－K）－Ｔｅ関係が成立すると非常に大きなＰ変化が期待される。そうでない。 

 

６．セファイド 

 Ｇａｐｏｓｈｋｉｎ（１９７０），Ｐａｙｎｅ－Ｇａｐｏｓｈｋｉｎ（１９７１）のセファイドリストには今回の領域に５３セファイドが登録され 

 ている。しかし、４４個は南半分のバー本体に集中しているので議論はその４４バーセファイドに限る。 

４．ｂ．Mbol－P関係 

図６ ○ M型星 

                     ● C型星 

実線はM型星の１ｓｔ overtone 振動質量 

 

１：（Mbol,P）=（－3.8, 150d）～(－5.5, 420d) 

  の間に LPVはいる。１．３Mo＞Mだが、質量 

 放出を考えると、１．６Mo＞Mが妥当だろう。 

 星形成の大部分が１．０Gyr以前に起きた。 

 Hardy et al 1984 が LMCバーのＮＷ端で 

 同じころ星形成終了としているのと合致する。 

 

２：Ｍ＝４－５Ｍｏ のグループが存在する。 

  ＭＳ質量で５．５－６．５Ｍｏで年齢５０Ｍｙｒ。 

  超巨星（Ｍ＞9Mo）ＨＶ２６０４，ＨＶ２５３２ 

  が存在するが、円盤に属するのだろう。 

 

３：同じＭｂｏｌに対しＣミラはＭミラより周期大。 

  したがって、別の Ｍｂｏl－Ｐ関係。 



  

 

 

図の幅はほとんど誤差が原因と思われる。 

結論： ６０Ｍｙｒ以前に２５Ｍyr以下の期間の星形成バースト。ＬＰＶからの結論とも合う。 おしまい。 

図７ ＳＭＣ，ＬＭＣ，南半分の周期分布。 

 

バーセファイドは 0.6<log P<0.9 に集中して、 

＜Ｐ＞barはＬＭＣ全体の<P>lmcより長い。 

特に log P = 0.9 のカットがシャープである。 

 

最近のセファイドサーベイは高星密度を嫌い 

この観測のようなバーを避けている。そこで、 

等級は古いＰａｙｎｅ－Ｇａｐｏｓｈｋｉｎ（１９７１）の 

ｍｐｇをＢ＝０．８６ｍｐｇ＋２．０３で変換した。 

カラーは（Ｂ－Ｖ）ｏ＝０．６、銀河系減光のみを考

慮してＥ（Ｂ－Ｖ）＝０．０６を採用した。 

ＤＭｌｍｃ＝１８．６とした。 

図８ 南半分の絶対等級分布。 

   ハッチは 0.6<logP<0.9ｓファイド 

   Ｐ――＞Ｍｂｏｌは一意でない？ 

 

Ｙ＝０．２５， 

Ｚ＝０．００８（ＨＩＩＲ Ｄｕｆｏｕｒ １９８３） 

と、Ｚ＝０．０１４（Ｃｅｐｈｅｉｄｓ Ｆｅａｓｔ１９８３） 

の中間でＺ＝０．０１２を仮定し、 

Becker,Iben,Tuggle 1977 の式から、 

Ｍｂｏｌ＝－３とー４の質量を４．９と６．３Ｍｏ，年

齢を４８と８３Ｍｙｒとした。 

 


